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分析 

（成果と課題） 

（１） 
授業改
善と専
門性の
向上 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 

＜授業改善＞ 
「特別支援学校における

教科指導の充実事業」の継
続を踏まえ、職員全員で学
校研究を推進し、授業改善
を行う。 

研究 
推進課 
全学部 

研究授業実施に向けた一連
のプロセスをとおして教科
の見方・考え方への理解が
深まり、授業の工夫改善に
取組んだ職員の割合 
 
Ａ：ａ＋ｂ＝４項目以上が 

80％以上 
Ｂ：ａ＋ｂ＝４項目以上が 

70％以上 
Ｃ：ａ＋ｂ＝４項目以上が 

60％以上 
Ｄ：ａ＋ｂ＝４項目以上が 

60％未満 
 

達成度判断基準 
５項目の質問に対し４項目
以上ａまたはｂと回答した
職員の割合が70％以上 

【職員アンケート】５項目 
ア．研究会等を通して、児童生

徒が働かせる（育てる）教
科の見方・考え方を理解す
ることができた。 

イ．研究会等を通して、深い学
びを意識した手立てや支
援・発問等について考えた
り、意見を伝えたりした。 

ウ．研究会等を通して、深い学
びにつながる授業づくりの
プロセスを理解することが
できた。 

エ．普段の授業において、学習
指導要領の目標・内容を意
識し、教科の見方・考え方
を働かせる場面を想定して
授業づくりを行った。 

オ．普段の授業において児童生
徒がその授業を通して学び
とることを意識して問いを
考え授業づくりを行った。 

職員アンケートの「とてもできた・やや
できた」項目数の割合 

ａ とてもできた      
ｂ ややできた  
ｃ あまりできなかった   
ｄ 全くできなかった  
 

①ａまたはｂの回答が５項目 
②ａまたはｂの回答が４項目 
③ａまたはｂの回答が３項目 
④ａまたはｂの回答が２項目以下 
 
達成度の割合（単位％） 
 小 中 高 分訪 全体 

① 58.3 87.5 75.0 0.0 60.0 

② 8.3 0.0 8.3 33.3 11.4 
③ 16.7 12.5 16.7 33.3 20.0 
④ 16.7 0.0 0.0 33.3 8.6 

 
 
【結果】Ｂ「①+②」＝71.4％ 
 
 

アンケートの結果、４項目以上達
成した教員（①+②）の割合は、
全体では 71.4％となりＢ評価と
なった。各学部の達成度は小学部
66.6％、中学部 87.5％、高等部
83.3％、分教室・訪問教育部
33.3％であった。学部間に差は見
られるが、その理由として分教
室・在宅訪問教育部では感染症対
策もあり、研究授業が実施できて
おらず、それに向けた研究会が他
学部に比べて少なかったことが挙
げられる。 
項目別に見ると、項目ア、イは80
％を超え、研究会等を通して教科
の見方・考え方を理解し、授業改
善に取組めたことがわかる。その
他の項目については、いずれも70
％台となり、後期の課題と考えら
れる。これまでの研究会での話し
合い等を整理し、授業打ち合わせ
会等も利用して普段の授業におい
て工夫・改善を進めていく。 

②  
 
 

＜専門性の向上＞ 
児童生徒の特性や能力に

応じ、確かな学びに繋がる
授業を展開する。「社会に
開かれた教育課程」を目指
し主な教育内容や目標等を
明示する。 

教務課 
 

授業参観、学校公開等で授
業内容に満足している保護
者や関係機関職員の割合 
 
Ａ：ａ＋ｂ＝90％以上が 

５項目 
Ｂ：ａ＋ｂ＝90％以上が 

４項目 
Ｃ：ａ＋ｂ＝90％以上が 

３項目 
Ｄ：ａ＋ｂ＝90％以上が 

２項目以下 
 

達成度判断基準 
５項目の質問に対しａまた
はｂと回答した保護者や関
係機関職員の割合が90％以
上の項目が４項目以上 
 

【参観者アンケート】５項目 
ア. 指導は児童生徒にとってわ

かりやすい。 
イ. 児童生徒が落ち着いて学習

できる環境や教材が用意さ
れている。 

ウ. 児童生徒が自分の気持ちや
考えを表現している。 

エ. 児童生徒が主体的に活動し
ていた。 

オ. 表示してある年間指導計画
をご覧になり年間を通じて
学習する内容や授業の目標
がわかった。 

 

参観者アンケートの４段階評価の割合 
ａ とてもそう思う      
ｂ そう思う  
ｃ あまり思わない   
ｄ 思わない  
ｅ わからない 
 
達成度の割合（単位％） 

 
 
【結果】Ｃ「ａ+ｂ」90％以上が３項目 

 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ａ＋ｂ 

ア 52.6 43.4 1.3 1.3 1.3 96 

イ 52.6 42.1 1.3 1.3 2.6 94.7 

ウ 44.7 44.7 5.3 1.3 3.9 89.4 

エ 42.1 51.3 2.6 1.3 2.6 93.4 

オ 36.8 48.7 2.6 1.3 10.5 85.5 

前期は４月に保護者対象の授業参
観、７月に保護者と放課後等デイ
サービスなどの関係機関を対象に
学校公開を実施した。アンケート
の結果は、項目ウとオが90％以上
に達せずＣ評価となった。オの年
間指導計画の表示については「表
示してあるのを知らなかった」「
見るのを忘れてしまった」という
意見があった。今後は受付で年間
指導計画の表示についての案内を
掲示したり、公開授業担当者に参
観者がわかりやすい場所に掲示し
てもらうように伝えたりして、掲
示の周知を図りたい。また、ウに
ついては、研究推進課と連携しな
がら児童生徒の気持ちや考えを引
き出す授業作りに努めていく。 



③  ＜ＩＣＴの活用＞ 
児童生徒の障害特性を踏

まえたＩＣＴの活用を工夫
し、深い学びに繋がる授業
を実践する。 

情報 
支援課 
全学部 

１人１台タブレット端末を
個別または集団学習で効果
的な活用を目指した職員の
割合 
 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 
 

達成度判断基準 
授業でタブレット端末を使
用し、効果的な活用を目指
した職員の割合が、 
70％以上 

【職員アンケート】２項目 
ア．チーフを担当する授業でタ 

ブレット端末を使用した。 
 
イ．（「毎回使用した」「時々

使用した」と回答した職員
が）タブレット端末の効果
的な活用を目指した。 

 

ア. チーフを担当する授業でタブレット
端末を使用した職員の割合 

 
ａ 毎回使用した    ：12.1% 
ｂ 時々使用した    ：66.6% 
ｃ あまり使用しなかった：18.3% 
ｄ 全く使用しなかった ： 3.0% 
 

 
イ. アでａまたはｂと回答した職員のう

ち、効果的な活用を目指した職員の
割合 

 
ａ 効果的な活用を目指した  ：100% 
ｂ 効果的な活用を目指さなかった：0% 
 
 
【結果】Ｂ 78.7％ 
 

授業でのタブレット端末の活用に
ついては、78.7%が「ａ毎回/ｂ
時々使った」と回答しており、そ
のうちの全員が効果的な活用を目
指しＢ評価となった。授業でタブ
レット端末を「ｃあまり/ｄ全く
使わなかった」と回答した 21.3%
の理由は、「使わなくても授業が
できた」「体育で体を動かす時間
を確保できない」といったものと
「授業と関係ないアプリを開いて
しまう」「時間になってもやめら
れない」といったものの大きく２
つに分けられる。 
授業の目標達成の手立てとして
は、これまでの授業にそのまま端
末を取り入れるのでなく、端末を
活用した授業を前提とした
Society5.0 の授業づくりを考え
ていく必要がある。経験やノウハ
ウの少ない職員はこれまでの実践
事例を参考に、活用を促してい
く。また、授業で使用する際のル
ールを学部全体で確認し、適切に
使用できるように改善していく。 

（２） 
キャリ
ア教育
の推進 
 
 
 
 
 
 

①  
 

＜プログラムの活用＞ 
錦城版キャリア教育プロ

グラム（改訂版）を活用し
キャリア教育の教育実践を
発信し、家庭との連携を図
る。 

進路 
支援課 
キャリア 
教育委員会 
各担任 

キャリア教育プログラムに
基づいた具体的な教育実践
を理解し、家庭等でも取組
んでいる保護者の割合 
 
Ａ：ａ＋ｂ＝75％以上 
Ｂ：ａ＋ｂ＝65％以上 
Ｃ：ａ＋ｂ＝55％以上 
Ｄ：ａ＋ｂ＝55％未満 
 

達成度判断基準 
家庭で取り組んでいる保護
者の割合が65％以上 

【保護者アンケート】１項目 
ア. キャリア発達につながる具

体的な内容について家庭で
取り組んでいる。 

 

ア. 具体的な内容の家庭での取り組みに
ついて 

 
ａ 取り組んでいる     ： 5% 
ｂ 少しずつ取り組んでいる ：50% 
ｃ これから取り組もうと思っている 

：18% 
ｄ 取り組んでいない    ：27% 
 
 
【結果】Ｃ「a＋b」＝55％ 
 
 

アンケートの回答があった保護者
のうち、家庭で取り組んでいる方
は全体の55％でＣ評価となった。
家庭での取り組みの内容は家での
手伝い、自分のできることを自分
でする、予算内で買えるよう考え
て買い物をするなどがあり、その
ために、本人がやる気になるよう
声掛けを意識しているなど工夫し
ていることがうかがえた。 
一方取り組めなかった理由として
は家庭生活の中で時間的余裕がな
いことや具体的にどのように取り
組めばよいかわからない等の意見
が見られることから、今後の懇談
や通信等を通しての周知や、家庭
と学校で共に考える取り組みを工
夫していく必要があると考える。 
 
 
 
 
 
 



②  
 

＜進路支援の充実＞ 
保護者も交えた進路研修

会等を継続しキャリア教育
や進路支援の充実を図る。 
 

進路 
支援課 
 

キャリア教育や進路に関す
る研修会等の内容に満足し
ている保護者・職員の割合 
 
Ａ：ａ＋ｂ＝80％以上 
Ｂ：ａ＋ｂ＝70％以上 
Ｃ：ａ＋ｂ＝60％以上 
Ｄ：ａ＋ｂ＝60％未満 
 

達成度判断基準 
進路に関する研修会等で内
容に満足している保護者・
教員の割合が70％以上 
 
 

【保護者アンケート（参加者の
み）】 
【職員アンケート】１項目 
 
ア．前期就業体験実習報告会、

進路研修会（卒業後の福祉
サービス等の概要につい
て）を通して取組や概要等
が理解でき参考になった。 

 
 
 

ア．保護者アンケート 

ａ よく理解でき参考になった ：49％ 

ｂ 概ね理解でき参考になった ：41％ 

ｃ あまり理解できず参考にならなかっ
  た            ：０％ 

ｄ 全く理解できず参考にならなかった 

               ：10％ 

 

【結果】Ａ「ａ＋ｂ」=90％ 

 

ア．職員アンケート 

ａ よく理解でき参考になった ：45％ 

ｂ 概ね理解でき参考になった ：55％ 

ｃ あまり理解できず参考にならなかっ
  た            ：０％ 

ｄ 全く理解できず参考にならなかった 

               ：０％ 

 

【結果】Ａ「ａ＋ｂ」=100％ 

 

進路関係行事や進路研修会に参加
したほとんどの保護者が、取組や
サービスの概要等を理解でき、子
どもの進路について考える時の参
考になったと回答しＡ評価となっ
た。反面、取組や概要等について
理解できず参考にならなかったと
いう方もいたため、今後は保護者
のニーズを把握しニーズにあった
研修会を企画していく。 
職員アンケートでは、全職員が、
進路研修会を通して卒業後の福祉
サービス等の概要について理解で
き、参考になったと回答しＡ評価
となった。特に就労アセスメント
についての理解が深まったとの意
見が多かった。毎年でなくてもよ
いが、制度について学ぶ研修会は
大切であると考える。 

③  ＜社会で生きる力の育成＞ 
学校間交流や居住地校交

流合同学習、地域交流等を
とおして、人間関係形成・
社会形成能力の育成を目指
す。 

各部 
各担任 

児童生徒一人一人が、自ら
活動に参加したり交流相手
と関わろうとしたりする姿
が見られた割合 
 
Ａ：ａ＋ｂ＝70%以上 
Ｂ：ａ＋ｂ＝60%以上 
Ｃ：ａ＋ｂ＝50%以上  
Ｄ：ａ＋ｂ＝50%未満 
 

達成度判断基準 
交流等において自ら活動に
参加し、相手と関わろうと
していた児童生徒の割合が
60%以上 
 

【職員アンケート】２項目 
ア．学校間交流等において児童

生徒が自ら活動に参加する
姿が見られた。 

 
イ．交流相手に関わろうとする

姿が見られた。 
 

ア．自ら活動に参加する姿が「よく見ら
れた」「見られた」児童生徒の割合 

ａ よく見られた 
ｂ 見られた 
ｃ あまり見られなかった 
ｄ ほとんど見られなかった 
達成度の割合（％） 

 
【結果】Ａ「ａ＋ｂ」＝92.2％ 
 
イ．交流相手に関わろうとする姿が「よ

く見られた」「見られた」児童生徒
の割合 

達成度の割合（％） 

 
【結果】Ｂ「ａ＋ｂ」＝61.0％ 
 

 小 中 高 全体 

ａ 0 81.8 55.6 43.8 
ｂ 87.5 18.2 33.3 48.4 

ｃ 12.5 0 11.1 7.8 
ｄ 0 0 0 0 

 小 中 高 全体 

ａ 0 45.5 38.9 26.6 

ｂ 12.5 54.5 38.9 34.4 
ｃ 79.2 0 22.2 35.9 
ｄ 8.3 0 0 3.1 

小学部の交流及び共同学習では、
ほとんどの児童が自ら活動に参加
することができた。しかし活動は
相手と関わる場面が少ないゲーム
内容だったため、積極的な関わり
が少なかった。後期の実践では意
図的に関わる場面を設けたり支援
したりする。 
中学部は作業学習の体験やグルー
プ分けなどで交流相手と関わる場
面が多かったため関わりも多く見
られたと考えられる。交流後には
「楽しかった」という生徒の感想
が多く聞かれた。 
高等部では、ゲームやよさこいで
ほとんどの生徒が相手と関わるこ
とができていたが、訪問先の環境
に慣れず活動に参加できなかった
生徒も一部見られた。 
各部の学校間交流等での児童生徒
の様子から学校全体としてはＡ及
びＢ評価となった。交流相手と積
極的に関われるよう活動内容を考
慮することで、活発な交流及び共
同学習が行われると考えられる。
後期に向けて検討していきたい。 
 



（３） 
安心・
安全な
学校づ
くり 

① 
 

＜健康・安全・防災に関す
る教育活動の充実＞ 
 健康・安全・防災に関す
る指導を授業や行事等にお
いて実践する。 

指導課 
保健課 
各部 
 

学校保健計画や学校安全計
画の月別目標を基にした指
導や話を各部で行った割合 
 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 
 
 
 

達成度判断基準 
月別目標を基にした指導や
話を行った割合が70％以上 
 

【指導課、保健課職員アンケー
ト】１項目 
ア. 学校保健計画、学校安全計

画の月別目標を基に児童生
徒に指導や話を行った。 

□指導課（実施〇、未実施●） 
 
 
 
 
 
 
 

 
【結 果】Ａ「12/12」100％ 
 
 
 
□保健課（実施〇、未実施●） 

 
 
 
 
 
 
 

 
【結 果】Ａ「12/12」100％ 

 小 中 高 

５月 〇 〇 〇 
６月 〇 〇 〇 

７月 〇 〇 〇 
９月 〇 〇 〇 

 小 中 高 

５月 〇 〇 〇 
６月 〇 〇 〇 

７月 〇 〇 〇 
９月 〇 〇 〇 

□指導課 
５月は全校集会の場で全児童生徒
対象に、６・７・９月は各部で指
導した。内容に応じて、映像など
視覚的支援を取り入れ、わかりや
すく月別目標を指導できた。この
ように指導課員が全体の場で指導
することにより、他の職員も同様
に、児童生徒に声かけする場面が
明らかに多くなったと言える。職
員が共通理解のもと、安全指導が
できるようになっている。 
 
□保健課 
学校保健計画目標の指導を５月は
全校集会、６、７、９月は各部で
児童生徒の実態に合わせ、パワー
ポイントを使用して行った。目標
を達成するために「どうすればよ
い？」の質問に対して、自分なり
に考えた意見を述べる生徒もお
り、生徒自身が考える良い機会と
なっている。また、指導を行うこ
とを通して職員が保健目標をより
意識することにもつながっている
と思われる。 

（４） 
業務の
効率化
の工夫 

① ＜業務の平準化と環境改善
＞ 
 分掌業務のデジタル化を
更に推進し、特定の時期や
教員に集中しがちな業務を
分担し協働的に働ける組織
作りを目指す。 

教頭 
各課 
全学部 

各部・各課（計12部署）に
おいて業務のデジタル化や
業務の偏りの平準化に努め
協働的に業務を行うことで
効率よく業務を行えた部・
課の割合 
 
Ａ：10/12以上 
Ｂ： 8/12以上 
Ｃ： 6/12以上 
Ｄ： 4/12以下 
 

達成度判断基準 
効率化を図った部・課が８
部署以上 
 

【職員アンケート】１項目 
ア. 前期、業務の平準化または

デジタル化を行い、効率化
を図った。 

 

前期、業務の平準化、デジタル化を行い
効率化を図った課、部  10部署 
 
前期、業務の平準化、デジタル化を行わ
なかった課、部     ２部署 
 
 
【結果】Ａ「10/12」 

12の部署のうち10の部署において
効率化を図ったという回答を得ら
れＡ評価となった。ほとんどの部
署において職員間の情報共有や連
絡にTeams(掲示板アプリ)を使用
している。また、８部署で資料の
ペーパーレス化を進めており、業
務のICT化を進めていることがう
かがえる。また、４部署では年度
当初から業務の平準化を意識して
仕事を割り振っているとの回答が
あった。 
後期に実施できそうな効率化のア
イデイアを全職員に周知し、今後
も業務の効率化とともに協働的に
働ける組織づくりに努めていく。 

 


